
質 問 回 答 書 

令和　8　年　5　月　26　日　　 
令和８年５月２２日提出の質問（７項目）に対しまして、下記のとおり回答します。 

 

 
工 事（業務）名

令和 8 年度　高原観光地整備事業 
駒ヶ根キャンプセンターリニューアル工事

 質問 
番号

質 問 事 項 回　答　欄
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（設計図 A-07,A-08） 

現地調査にて、炊事場１西側に既存デッキ

（2160x4150 H300 程度）を確認いたしまし

た。 

図面には記載が無いので、こちらは現況の

ままと考えて宜しいでしょうか。 

（下図の青塗りの位置） 

（設計図 A-07） 

現地調査にて、コテージ C-5 北側にピンク

テープの貼られた樹木等を確認いたしまし

た。 

 

 

 

 

＜質問番号　１　回答＞ 

　既存デッキは、現況のままで良いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問番号　２　回答＞ 

既存樹木は、現況のままで良いです。 

＜ 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

図面には記載が無いので、こちらは現況 

のままと考えて宜しいでしょうか。 

（下図の雲マークの辺り） 

 

（設計図 A-22,A-23） 

ツリーハウス棟について、改修後の壁及び

天井のGWの仕様ですが内部仕上表には16K

と記載がありますが、矩計図では 10K とな

っております。内部仕上表の 16K が正と考

えて宜しいでしょうか。 

 

（設計図 A-29,A-31） 

トイレ棟２の床の仕上げについて、内部仕

上表に既存撤去後、磁器質 100 角タイル張

とありますが、矩計図では金ごて仕上 保護

塗装となっております。こちらはトイレ棟

１と同様、金ごて仕上 保護塗装（タイル張

は無し）と考えて宜しいでしょうか。 

 

（設計図 A-08,A-19） 

コテージ棟の階段ポーチの改修箇所につい

て、A19 図及び工事内訳書に 10 棟（10 ヶ所)

と記載がありますが、C-2 棟の階段ポーチ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問番号　３　回答＞ 

　設計図A-22 仕上表及び内訳書P-33 の 

とおり16Kが正です。 

 

 

 

 

 

＜質問番号　４　回答＞ 

設計図A-31のとおり金ごて仕上 保護塗装

を正としますが、施工上納まらない場合 

は協議によります。 

 

 

 

 

 

＜質問番号　５　回答＞ 

設計図A-08 及び内訳書P-35 のとおり 

改修箇所は9棟(9ヶ所)とする。 

 



 

 
 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７

は既存のままとし、改修箇所は9棟(9ヶ所)

で宜しいでしょうか。 

 

（設計図 A-27,A-31） 

トイレ棟１・トイレ棟２のライニングの

LGS 下地が工事内訳書には計上されており

ませんでした。こちらは工事項目として追

加計上して宜しいでしょうか。 

 

（設計図 A-07） 

石の撤去について、図面及び工事内訳書に

は場外処分の記載がありませんので、石割

後に現地処理と考えて宜しいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問番号　６　回答＞ 

ライニングLGS 下地は協議により変更 

対象とします。 

 

 

 

＜質問番号　７　回答＞ 

場外処分で想定しています。 

費用は、発生材積込・運搬・処分のがれき 

類に含んでいますが、協議によります。


